
令和５年度(2023年度)モニタリングシート

施設名

視点 所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

B

毎月原則第１金曜日に定例センター
会議を行っている。
この会議はセンターに関わるスタッ
フ全員が原則出席することになって
おり、運営についての報告、課題な
どを共有する。なお、ZOOMによる遠
隔会議を併用している。

B

毎月原則第１金曜日に定例センター
会議を行っている。
この会議はセンターに関わるスタッ
フ全員が原則出席することになって
おり、運営についての報告、課題な
どを共有する。なお、ZOOMによる遠
隔会議を併用している。

B

各部門の月１～２回の定例の打合
せに加えて、適宜打合せを行ってい
る。また部門を横断しての情報共有
にも努めている。

B

各部門の月１～２回の定例の打合
せに加えて、適宜打合せを行ってい
る。また部門を横断しての情報共有
にも努めている。

管理業務の実施に係る固有の銀行口座を開
設しているか
【確認資料例：銀行口座】

B

支援センター用の専用口座を開設
し、インターネットバンキングでタイ
ムリーに入金確認、支払業務を行っ
ている。

B

支援センター用の専用口座を開設
し、インターネットバンキングでタイ
ムリーに入金確認、支払業務を行っ
ている。

資金の適正な管理と経理内容の明確化が図
られているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

B

各担当者が作成した入出金伝票に
上長が承認した会計伝票に基づき、
会計担当が入出金及び伝票入力を
行い、会計システムへの入力の都
度、口座残高との照合を行ってい
る。

B

各担当者が作成した入出金伝票に
上長が承認した会計伝票に基づき、
会計担当が入出金及び伝票入力を
行い、会計システムへの入力の都
度、口座残高との照合を行ってい
る。

コピー機等使用料や講座の受講料などの徴
収は適正に行われているか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日報、月報・
使用料等収納（徴収）事務委託契約書・銀行
口座】

B

コピー機使用料や講座の受講料な
どの徴収は適正に行われ、担当者
が作成した入金伝票に上長が承認
し、会計担当が検収し、会計システ
ムに部門別に入力している。5月か
らコピー機にコインラックを設置し、
職員の業務軽減が図られた。

B

コピー機使用料はコインラックの設
置により適正に徴収されている。ま
た、講座の受講料等は入金伝票と
領収書控えを照合し、速やかに入金
処理をし、会計システムに部門別に
入力している。

収支計画が適正であること
収支計画が適正に執行されているか
【確認資料例：事業計画書（収支計画）・事業
報告書】

B

毎月、会計担当は事業計画に基づ
いて、予算執行の進捗状況を確認し
て、その適正性を管理し、センター
会議で報告している。

B

毎月、会計担当は事業計画に基づ
いて、予算執行の進捗状況を確認し
て、その適正性を管理し、増減理由
をセンター会議で報告している。

業務を実施するにあたり、適切な人員配置や
育成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置計画）・
事業報告書・研修報告書・実地調査】

B

スタッフの専門性や適性に基づいて
事業の担当を配置している。また、
常勤、非常勤を適切に組み合わせ
て業務を運営している。スタッフが希
望する外部研修にも参加を促してい
る。その結果外部から講師を依頼さ
れるスタッフも育成されている。

B

スタッフの専門性や適性に基づいて
事業の担当を配置している。また、
常勤、非常勤を適切に組み合わせ
て業務を運営している。スタッフが希
望する外部研修にも参加を促してい
る。その結果外部から講師を依頼さ
れるスタッフも育成されている。

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】

B

シフト管理システムにより各自が申
告した勤怠に基づいて、労務事務担
当者が適切にチェックし、給与を支
出している。

B

シフト管理システムにより各自が申
告した勤怠に基づいて、労務事務担
当者が適切にチェックし、給与を支
出している。

施設の管理運営を安定して行う能力
を有しているか

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委託に関
する承諾書・事業報告書・実地調査・会計帳
簿】

B

業務の一括委託は行っていないが、
一部専門的な役割については、市と
の協議の上、第三者との業務委託
契約書を作成し、委託しているもの
もある。

B

業務の一括委託は行っていないが、
一部専門的な役割については、市と
の協議の上、第三者との業務委託
契約書を作成し、委託しているもの
もある。

定
量
的

開館日数、開館時間は守られていたか
【確認資料例：条例、規則・日報、月報・事業報
告書】

B
規程の開館日数、開館時間を厳密
に遵守している。 B

規程の開館日数、開館時間を厳密
に遵守している。

文書の管理・保存が適切に行われているか
【確認資料例：ファイル基準表（なければそれ
に準ずるもの）・実地調査】

B

個人情報や会計文書は施錠できる
場所に保管している。職員の帰宅時
（閉館時）は施錠を行うことを徹底し
ている。

B

個人情報や会計文書は施錠できる
場所に保管している。職員の帰宅時
（閉館時）は施錠を行うことを徹底し
ている。

施設の保全・管理が適切に行われているか
【確認資料例：事業報告書・実地調査】

B

施設に関しては、清潔、安全に配慮
して管理している。利用者が快適に
使用できるように、常に配慮してい
る。
会議室の予約をホームページ上か
らできるように検討を開始した。管理
者機能について着手した。

A

デジタルの活用に
より利用者の利便
性を高める工夫を
したことを評価す
る。

会議室予約システム（内部用）が完
成し、公開した。センター入り口と会
議室前にその日の利用状況をモニ
ターで表示した。会議室利用状況の
集計にも対応済み。

備品の管理が適切に行われているか
【確認資料例：備品台帳・実地調査】

B
備品台帳を整備し、年に一度は備品
台帳との照らし合わせを行うなど、
適正に管理を行っている。

B
備品台帳を整備し、年に一度は備品
台帳との照らし合わせを行うなど、
適正に管理を行っている。

６月 ９月 １２月

八王子市市民活動支援センター

評価項目

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性

、
公
平
性

、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か

開館日数　　　３０９日／年
通常休館日　　 ５２日／年
月曜振替休館日 ５日／年

定
性
的

定
量
的

支援センター会議　１回／月

支援センター部門会議（啓発部、情報部、ファンド部　１回／月、広報部は隔月開催）

団体の経営方針が明確であり、きち
んとした経理がされていること

管理運営がきちんとできる職員体制
や研修体制がとれていること

施設の公共性、公平性について継続
性が保たれているか

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

定
性
的
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視点 所管課評価
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コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課評価
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コメント

指定管理者
自己評価（コメント）
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６月 ９月 １２月

評価項目

B

年６回奇数月に発行している。今期
は５月に発行した。「ユーモアスピー
チの会」を特集した。限られた紙面を
補うために、QRコードを活用すること
によって、動画や他の情報を紹介す
ることもできている。

B

年６回奇数月に発行している。今期
は7月、9月に発行した。7月は「こど
も食堂カフェ北野」9月は「NPO法人
恩方ベース」の里山での空き家活用
の取り組みを特集した。限られた紙
面を補うためにQRコードを活用する
ことによって、動画や他の情報を紹
介することもできている。

B

年１度、施設利用者満足度調査を
行っている。昨年度は、スタッフ対応
99.5％、センター全体で99％の満足
度であった。今年度は第４四半期に
予定している。

B

年１度、施設利用者満足度調査を
行っている。昨年度は、スタッフ対応
99.5％、センター全体で99％の満足
度であった。今年度は第４四半期に
予定している。

定
性
的

利用者からの苦情処理の体制がと
れていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対応
しているか
【確認資料例：相談、苦情をまとめた整理帳
簿】

B
苦情相談・要望台帳を作り、苦情・
要望に関してはスタッフ間で共有し、
適切に対応するようにしている。

B
苦情相談・要望台帳を作り、苦情・
要望に関してはスタッフ間で共有し、
適切に対応するようにしている。

施
設
の
効
率
的
な
管

理
・
運
営
が
行
わ

れ

、
経
費
の
節
減
が

図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

B

年6回予定しているアクティブ市民塾
の1回目として、5月30日に子どもの
居場所である「Yottette」を訪問し、
この活動を立ち上げた想いや、現
状、これからの展望などを代表から
話していただいた。これから「居場
所」を立ち上げたいという人には大
変参考になる話だった。

B

年6回計画しているアクティブ市民塾
の2回目として、8月19日に無料学習
塾「八王子つばめ塾」の取り組みを
紹介した。この活動を立上げた経緯
や、現状、将来像などを代表から話
していただいた。「無料学習塾」の立
上げを計画している人、興味のある
人に参考になった。

B

8月25日を1回目として、今年度は6
回連続講座で準備している。6回の
日程、講師も決まり、チラシを配布、
広報はちおうじにも掲載し、現在受
講申し込み受付中である。

B

　8/25　第1回「市民団体を立ち上げ
るのに必要なこと～ビジョン、ミッショ
ンと会則を考えよう～」を開催。9団
体14名が受講。団体の活動理由、
活動目的等　改めて認識する機会と
なった。
　9/8　第2回「市民活動の運営と継
続～持続可能な組織づくり～」を開
催。11団体14名が受講。「なぜなぜ
分析」を通して、自分達で団体の課
題を解決する道筋を示した。

B

今年も昨年同様に多くの世代にNPO
活動を知ってもらうために、夏休み
企画とし、小・中学生も参加してもら
えるような企画とすることで7月29日
に開催を予定し準備している。テー
マはSDGsカードゲームを使って「八
王子の未来づくりに挑戦しよう！」

B

当日は4年ぶりに各地で花火大会が
開催された影響もあったのか、定員
40名に対し参加者は23名だった。そ
のなかで参加してくれた小学生9名
は、自分たちの（ゲームでの）行動
が未来のまちやくらしにどう影響を
与えられるかを素早く理解し、行動
をしていた。ゲームを通してのシミュ
レーションであったが、自分たちのま
ちの未来は自分たちの行動で変え
られるということを考える良い契機に
なったと思う。

B

支援講座では、市民活動の広報や
運営、交流にITを活用するための講
座を、支援センター職員自ら講師を
務める形で企画をした。5月は
「Canvaを使ったチラシ作り」、6月は
「Zoom講座初級者向け／中級者向
け」と「ホームページ作成支援講座
（前半）」を開催。どのテーマも、独学
で悩んでいた、手探り状態だったと
いう団体が多く、すぐに活動に役立
つ講座であったと好評だった。

B

支援講座では、市民活動の広報や
運営、交流にITを活用するための講
座を、支援センター職員自ら講師を
務める形で企画をした。7月は6月か
らのHPづくりの2回目。8月はGoogle
フォームの活用の仕方を取り上げ
た。どちらも市民活動団体の広報や
情報の共有に役立つものとして有用
な講座となった。

A

リニューアル後の「はちコミ
ねっと」について、継続的に
操作講習会を開催し、個別
の問い合わせにも丁寧な対
応を行い、サイトの活用促進
に努めたことを評価する。

「はちコミねっと」の基本講習会（月１
回）、個別相談会（月3回）開催した。
その他に、登録団体からの電話によ
る相談、日程調整しての個別対応も
行った。
登録時の確認事項として、宣誓、登
録内容確認の書類を作成し、すでに
登録している団体へは郵送した。
（回収中）新規登録団体へは登録用
紙に宣誓項目を追加した。

A

リニューアル後の
「はちコミねっと」に
ついて、継続的に
操作講習会を開催
し、個別の問い合
わせにも丁寧な対
応を行い、サイトの
活用促進に努めた
ことを評価する。

基本講習会を月1回、個別相談会
（予約なし）を月3回、日程調整をして
の個別相談、電話による個別相談を
引き続き行った。元気365の不具合
について対応した。
宣誓用紙の回収を引き続き行った。
未提出団体へは再度郵送して回収
した。（9/30最終締切）新規登録団
体、再表示団体、登録抹消団体に
対応した。

B

前期の説明会・西部出張相談会・パ
ワーアップ講座及び、個別相談を含
め計８団体から要望のあったHP作
成支援をテーマに6月・7月の全2回
の支援を実施した。講師４名を含め
て数回開いたヒヤリングには、計７
名のワーカーが参加した。

B

6～7月（全2回）に実施したHP作成
支援講座受講８団体と、プロボノ
ワーカー4名が参加したグループ
ウェアを開設した。講座実施効果の
向上と関係者のコミュニケーション継
続を目的とした初めての手法であ
る。

利用者満足度　９０％以上／年

八王子コミュニティ活動応援サイト「はちコミねっと」の適正な管理
団体登録・承認作業等／随時

NPOパワーアップ講座　全６回／年

市民活動支援講座　８回／年

市民活動実践講座　１回／年

定
量
的

電気使用量及び水道使用量の過去３年【令和２年度（2020年度）～令和４年度（2022
年度）】平均比100％以下／年

事
業
の
達
成
目
標
が
明
確
で

、
具
体
的
な
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か

アクティブ市民塾　６回／年

「ゆめおりファンド」人財による団体支援　３団体以上／年

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

、
利
用
者
の
増
加
等
を
図
る

方
策
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

広報紙発行　５０００部／隔月（奇数月）
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B

今年度は9月30日の開催予定であ
る。この四半期はNPOフェスティバ
ルの開催準備期間ではあるが、説
明会の開催、参加の勧誘や個別説
明等を行い、結果的には数多くの団
体と接触し、それらの団体の特質を
把握できる月だった。

B

「はちおうじNPOフェスティバル
2023」を9月30日（土）に東京たま未
来メッセの展示会場にて開催した。
4月より団体参加希望を募り、出展・
出店53団体、舞台11団体の規模と
なり、当日の入場者は2,000名余りと
なった。今回は本市が学園都市であ
ることもあり、大学の地域活動の取
り組みの展示や交流座談会を新規
に試行し、また学生のボランティア
の協力・協働にこれまで以上に力を
入れた複合イベントとなった。

B
今年度は年3回の交流会を予定して
いるが、1回目は7月9日に予定して
いる。

A

交流会の実施によ
り、市民活動団体
が連携する場を提
供したことを評価す
る。

7月9日に「子育て交流会」を開催。
参加者31名+登壇3団体。参加者の
73％は50代以下で、意見交換や新
規団体登録、横の繋がり等ができ
て、若い子育て世代の意見交換の
場の必要性を改めて感じた。
8月26日に「防災交流会」を開催。参
加者32名＋登壇者2名。自治会、障
害者支援、高齢者安心サポートセン
ター、外国人支援団体等が参加し、
新たな連携が生まれた。情報共有と
分野超えの連携の必要性を再確認
する良い機会となった。

B
今年度は第4四半期に開催を予定し
ている。 B

今年度は第4四半期に開催を予定し
ている。

B

昨年2回だった出張センターは今年
度は3回予定している。5月20日に北
部地区「石川市民センター」で開催。
はちコミねっと、ゆめおりファンドなど
の相談などが中心だったが、地域特
性のある話も聞けて、八王子6地区
ごとの出張センターは今後も必要で
あると確認した。

7～9月は実施なし。次回は10月を予
定。

定
性
的

資源の有効活用など環境に配慮した
管理運営がされていること

「環境にやさしい八王子市役所エコアクション
プラン」及び「八王子市役所環境マネジメント
システム」に基づく、環境に配慮した管理・運
営が行われているか
【ヒアリング等で確認】

B

熱中症に十分気を付けながら、電気
代等の値上げに伴い今まで以上に、
照明、エアコンの温度調整をこまめ
に行い節電に努めている。また、物
品の購入など、センター管理全体に
ついて、環境に配慮した管理・運営
を行っている。

B

熱中症に十分気を付けながら、電気
代等の値上げに伴い今まで以上に、
照明、エアコンの温度調整をこまめ
に行い節電に努めている。また、物
品の購入など、センター管理全体に
ついて、環境に配慮した管理・運営
を行っている。

定
量
的

B

ビル管理事務所の指導に基づいた
自主防災訓練を行う。これに加え、
今年も秋に団体合同の防災訓練を
行う予定である。

B

ビル管理事務所の指導に基づいた
自主防災訓練を行う。これに加え、
今年も秋に団体合同の防災訓練
を、12月に防災ボランティアの学生
らとともにセンターの防災訓練を行う
予定。

個人情報の取り扱いが適切であるこ
と

個人情報の適切な管理のため必要な措置が
講じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業
計画）・事業報告書】

B

個人情報については鍵のかかる場
所で厳重に保管している。また、個
人情報保護マニュアルは定期的に
見直しており、昨年度見直しを終え
た。

B

個人情報については鍵のかかる場
所で厳重に保管している。また、個
人情報保護マニュアルは定期的に
見直しており、昨年度見直しを終え
た。

指定管理者が加入しなければならない保険に
加入しているか
【確認資料例：保険証券】

B 保険に加入し、適時更新している。 B 保険に加入し、適時更新している。

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正に
行われたか。また、適正に行えるよう体制が
整っているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業
計画）・事業報告書】

B

防火・防災管理者を定め、災害発生
時の役割分担を決めている。緊急連
絡網を整備して、対応が適切に行わ
れるように体制を整えている。また、
定期的に防災訓練を実施している。

B

防火・防災管理者を定め、災害発生
時の役割分担を決めている。緊急連
絡網を整備して、対応が適切に行わ
れるように体制を整えている。また、
定期的に防災訓練を実施している。

期末総合評価

所管課コメント

NPOフェスティバルの開催　１回／年

交流会の開催　３回／年

センター１日出張の実施　３回／年

はちおうじNPO会議　１回／年

定
量
的

個
人
情
報
保
護
管
理
及
び
危
機
管
理
が
図
ら
れ
て
い
る
か

防災訓練　１回／年

定
性
的

緊急（防火・防犯等）対応等危機管理
体制が取られていること

事
業
の
達
成
目
標
が
明
確
で

、
具
体
的
な
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か


